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きたものと考えられる｡ また上空に雲の全 く無い時に,100m ぐらいから上で熱気泡と見られる直径
1,000-2,300mほどの上昇気流域が高さと共に発達していくのがみられた｡この時の中心での最大上昇
気流は高さ300mで約3m/Sに達する｡ このような自由大気に連なる対流現象は100m未満の境界層では
短周期の変動に隠されて全く検知できない｡このことは上空での組織的な対流現象は地表付近の乱流から
高さ100m ぐらいの高度で再編成されて生じることを示す気象学では新しい知見である｡このように申請
者の研究は境界層の性状についての研究においてもその貢献するところが大きい｡
18編の参考論文はいずれも申請者の長年にわたるソーダに関する研究の結果を示すもので申請者の熱心
な研究態度が感じられる｡
従って,本申請者論文は博士 (理学)の学位論文として充分な価値を有すると認めた｡なお,平成9年
1月14日論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果合格と認めた｡
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